
ｶﾋﾞのﾗｲﾌｻｲｸﾙは、成長したｶﾋﾞから
胞子が飛び出し、何かに付着すると発芽して
根や茎のように菌糸を伸ばしていきます。
植物と違ってカビは光合成を行いません。
菌糸を伸ばしたところにある栄養分や水分を吸い
大きくなるようです。成長したｶﾋﾞは次々と胞子を
出していくため、対処しなければどんどん
増えてしまう可能性が高いです。
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この『JYONAN通信』は皆さまと弊社とのご縁を大切にしていきたい 今後もなんらかお付合いを続けていただけたらと思い作らせていただきました

お時間があるときにでもお読みいただければ光栄です かゆいところに手が届く建築屋でありたい…(株)城南組 寄本 猛です

換気
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殆どのお家では、どこかしらカビが生えるところがありますよね。
カビが生えてからカビ取り剤で掃除をするのか？
日頃からカビが生えないように予防・対策を常に考えて生活するか？
後者が良いと思います。詳しい事はわからなくてもカビが生えている家の中で
生活していて、体に全く影響はないとは誰も思いませんよね。

「カビと換気」

健康な暮らしができる住まいでは、きれいな空気と適正な温度・湿度、採光がﾎﾟｲﾝﾄ

百害あって一利なし。悪い影響をもたらす室内に生えるカビに多いのはどんな種類？

一口にｶﾋﾞと言っても、
全てのカビが悪者ではなく、ご存じのように
カビを繁殖させて熟成させたﾁｰｽﾞや、味噌、醤油、
日本酒などの発酵食品にも利用されているので
皆さん口にしていたりするものでもあります。

室内に生えるカビの予防と対策を考えるなら、まずカビの正体を知っておきましょう。

「カビ」と言う名前は俗称のようで正確には「真菌」と呼ぶようです。

どう成長して増えていくのか？

ｺﾛﾅ過以降、在宅ﾜｰｸなどで家にいる時間が増え
予期せぬ所にｶﾋﾞが生えるｹｰｽも増えているようです。
在宅ﾜｰｸにより椅子に座る時間が長いと、湿気が
こもりやすくなってｶﾋﾞが生える事もあるようです。
一方で、換気の習慣化に伴い、ｶﾋﾞの胞子が
減っている家もあるようです。

また、目視できるところのｶﾋﾞなら
専用の洗剤等できれいにできますが
壁・天井のｸﾛｽの裏（特にﾀﾝｽ裏のｸﾛｽ）や
壁内でのｶﾋﾞの発生も今まで沢山見てきました。
（特に、家の北側で真冬冷たい風があたる壁内、押し入れ、
クローゼット、納戸 ）

換気不足はもちろん、断熱性の低い住宅、換気せずに
石油ストーブを24時間付けたままのお宅など
（真冬で赤ちゃんがいるから）はご注意ください。

現代の住宅は、ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽや合板のﾌﾛｱｰのように
「調湿しない」素材を使用することが多いです。
（出来れば調湿してくれる無垢の木材や調湿効果の
ある材料を我々も使いたいのですが、やはりｺｽﾄの壁
がございます）

24時間換気設備を運転していても、家中の各部屋
を閉め切っていれば換気不足になる場合も。
締め切った納戸、クローゼット、押し入れ、
使っていない部屋などは特にｶﾋﾞの発生要注意です。
家族が不在の時や、冷暖房を付けなくていい時期、
プライバシーの考慮が必要ではないお部屋などは
開放して換気することをお勧めいたします。

「カビと換気」について
次回以降にも書かせていただきます。

一度見つけたらしっかりと除去することが大切です！

高気密住宅では、水回りに発生しがちな黒カビが多いもの。一方、気密性が低くて湿気がこもりにくい
住宅でよくみられるのは、白くてフワフワしたコウジカビや緑色の青カビです。
黒カビは窓枠やカーテン、エアコンの内部や送風ルーバーなど、水分の多い箇所に発生しがちです。
また、ｺｳｼﾞｶﾋﾞは古い畳、青カビは壁や押し入れのほか、ﾀﾝｽの底や本棚の奥などの家具に生えやすいです。
近年の住宅には、24時間換気が義務付けられ採用していますが、過信してもいけません。
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甲
子
園
球
場

年

今
年
は
阪
神
甲
子
園
球
場
が
誕
生
か
ら
百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

野
球
好
き
の
私
に
と
っ
て
も
憧
れ
の
「
聖
地
」
で
す
。

プ
ロ
野
球
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
本
拠
地
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
事

（
私
は
巨
人
フ
ァ
ン
で
す
が
）
や
は
り
、
高
校
野
球
球
児
の
憧
れ
の
球
場

数
多
く
の
熱
戦
が
あ
り
、
数
々
の
ド
ラ
マ
を
生
み
、
今
回
も
感
動
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
野
球
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
甲
子
園
は
最
高
の
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

（
今
年
も
こ
こ
で
は
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の
数
多
く
の
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
し
た
）

黒
い
土
と
緑
の
天
然
芝
、
夏
の
青
空
と
白
い
入
道
雲
が
彩
り
を
一
層
引

き
立
て
、
４
万
人
を
超
え
る
観
衆
の
眼
差
し
が
グ
ラ
ン
ド
に
注
が
れ
る
。

勝
者
を
称
え
、
敗
者
を
労
う
、
そ
う
や
っ
て
い
つ
の
時
代
も
高
校
球
児
た

ち
は
育
っ
て
い
く
。

今
回
こ
ん
な
記
事
を
目
に
し
た
の
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
中
略
し
て
い
ま
す
）

ア
ル
プ
ス
席
の
最
前
線
で
ひ
と
き
わ
キ
レ
キ
レ
で
踊
る
、

滋
賀
学
園
の
応
援
団
長
（
野
球
部
員
）
、
荒
井
浩
志
君
（
３
年
）
の
姿
が

Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
、
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
他
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
２
年
半
の
間
、
滋
賀
学
園
に
野
球
で
な
く
ダ
ン
ス
の
練
習
の
為
に

入
っ
た
の
か
な
ど
の
心
無
い
誹
謗
中
傷
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
）

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
の
創
作
ダ
ン
ス

「
応
援
は
選
手
の
１
０
０
％
の
力
を
１
２
０
％
に
で
き
る
」
「
試
合
の
た

び
に
カ
メ
ラ
が
増
え
る
か
ら
、
真
顔
で
カ
メ
ラ
目
線
で
の
サ
ー
ビ
ス
、
も

は
や
試
合
が
見
え
な
い
」
「
で
も
、
そ
れ
で
い
い
」
「
こ
ん
な
応
援
団
に

応
援
さ
れ
た
い
と
思
っ
て
ほ
し
い
。
」

野
球
の
原
点
は
小
学
４
年
生
、
父
親
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
。

右
利
き
な
の
に
、
な
ぜ
か
左
腕
の
方
が
遠
く
へ
投
げ
ら
れ
た
。

そ
の
日
か
ら
ず
っ
と
壁
当
て
を
し
て
遊
ん
だ
。

サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
、
水
泳
も
や
っ
た
け
れ
ど
野
球
が
一
番
だ
っ
た
。

中
学
の
先
輩
が
滋
賀
学
園
に
行
っ
た
縁
で
、
地
元
三
重
か
ら
進
学
を
し
た
。

悠
々
と
柵
越
え
の
打
球
を
打
つ
同
級
生
を
見
て
「
パ
ワ
ー
で
は
か
な
わ

ん
」
一
心
に
ミ
ー
ト
と
小
技
を
磨
い
た
が
、
公
式
戦
の
ベ
ン
チ
入
り
は
叶

わ
な
い
ま
ま
こ
の
夏
を
迎
え
た
。

メ
ン
バ
ー
発
表
の
日
、
仲
間
の
前
で
は
気
丈
に
振
る
舞
っ
て
か
ら
、
母
に

電
話
し
た
。
「
ご
め
ん
、
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
な
か
っ
た
。
寮
に
も
入

れ
て
も
ら
っ
た
の
に
、
良
い
と
こ
ろ
を
見
せ
ら
れ
な
く
て
」

毎
月
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
三
重
か
ら
持
っ
て
き
て
は
、

話
を
聞
い
て
く
れ
た
お
母
さ
ん
。

優
し
い
声
が
返
っ
て
き
た
。

「
頑
張
っ
て
る
だ
け
で
、
い
い
や
ん
」
と
。
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。

不
貞
腐
れ
て
は
い
け
な
い
と
誓
っ
た
。

創
作
ダ
ン
ス
は
部
の
伝
統
。
６
月
以
降
、
寮
の
食
堂
で
週
３
回
以
上
、

み
ん
な
と
練
習
を
し
た
。

「
と
に
か
く
面
白
い
動
き
」
「
メ
ン
バ
ー
が
の
び
の
び
と
野
球
が
で
き
る

よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
応
援
で
球
場
を
巻
き
込
む
」

青
森
山
田
に
０
対
１
で
負
け
た
が
、
３
安
打
を
放
っ
た
多
胡
君
が
言
っ
た
。

「
応
援
の
お
か
げ
。
暑
い
中
ず
っ
と
応
援
し
て
く
れ
て
感
謝
の
気

持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

荒
井
君
の
夢
は
救
急
救
命
士
、
本
気
の
野
球
は
高
校
ま
で
と
決
め
て
い
る
。

私
の
息
子
も
小
学
２
年
生
か
ら
高
３
ま
で
野
球
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

始
め
た
き
っ
か
け
は
本
人
の
希
望
で
は
な
く
、
野
球
が
好
き
な
私
の
希
望

で
入
部
さ
せ
ま
し
た
。

殆
ど
の
同
級
生
が
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
る
中
、
野
球
部
は
た
っ
た
３
人
。

６
年
生
に
な
っ
て
勝
っ
た
試
合
の
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。

面
白
く
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
中
学
で
は
野
球
部
に
入
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
「
お
父
さ
ん
や
っ
ぱ
り
野
球
部
に
入
る
わ
」
と
。

内
心
う
れ
し
か
っ
た
が
「
あ
～
そ
う
か
」
と
返
す
だ
け
で
し
た
。

入
部
後
「
楽
し
い
わ
」
と
聞
か
さ
れ
、
試
合
を
見
に
行
き
た
か
っ
た
が
、

中
学
時
代
は
な
ぜ
か
行
か
ず
。

で
す
が
、
高
校
で
も
野
球
を
続
け
て
く
れ
、
こ
こ
で
親
子
共
々
（
妻
も
）

ハ
マ
リ
ま
し
た
。

足
を
捻
挫
し
て
い
て
も
歩
い
て
日
曜
の
練
習
に
行
こ
う
と
す
る
の
で

「
そ
ん
な
足
で
み
ん
な
に
迷
惑
や
ろ
！
治
す
こ
と
が
先
や
ろ
」
と
言
い
ま

し
た
が
、
「
そ
ん
な
ん
違
う
ん
や
行
く
ん
や
！
」
と
多
く
を
語
ら
ず
家
を

出
て
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
車
で
送
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
ら
い
い

の
に
、
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
電
車
を
乗
り
継
ぎ
、
練
習
を
し
に
学
校
へ
。

監
督
、
コ
ー
チ
、
先
輩
や
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
た
お
陰
だ
と
思
い
ま
す
。

家
で
は
あ
ま
り
喋
ら
ず
喜
怒
哀
楽
を
見
せ
な
い
の
に
球
場
へ
見
に
行
く
と
、

こ
ん
な
と
こ
ろ
あ
っ
た
ん
や
と
思
わ
せ
る
表
情
や
言
葉
が
聞
け
ま
し
た
。

父
兄
参
加
の
お
別
れ
の
会
の
時
に
、
卒
部
生
一
人
ず
つ
の
挨
拶

思
い
出
の
シ
ー
ン
の
話
は
忘
れ
ま
し
た
が
、
最
後
に
私
達
に
目
を
向
け

「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
ず
っ
と
野
球
を
や
ら
せ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
！
」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
大
学
で
は
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
と
バ
イ
ト
に
没
頭
。

野
球
は
高
校
で
燃
え
尽
き
た
の
か
？

野
球
を
し
て
い
な
い
今
、
ち
ょ
っ
と
残
念
で
す
、
、
、
。


	タイトルなしのセクション
	スライド 1
	スライド 2


